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C昭和37年度の調査研究課題一覧

rアジア純情のJ之jりllj是現JにIllする調布研究

委.n会 r.
総合香川会 旬f究全般についての統申，W行i＇立

．一一一－＝－－フ．。 二一一一一・ーー一一一一一
調整番目会 ｜分科委i司会の活動の制強および研

｜」必虫色位盛自!0.2-__ _ 
IU：界経杭香民会
資本 3窓口会
工業香民会 I

£！；林漁業委.n会｜分科委日会は， 1970年におけるア
資源委員会 1ジァ諸国の経折発展の予測を！：I的
貿易委員会｜として，担当する各側而からの総

人口・労m・ 悶｜合的基礎研究を行なう。
民生活・：！）：員会 ！ 
迎愉通信・サー
ビス業費負会 I 

，担li 日

日 部！＇1訓読研究

(1) アジア，中近東，アフ’1l-J1: 1l'IH米諸｜珂のi1i1提出

’；告に｜見lする研究
m段階におけるアジア，中近東．アフリカ．’M行

米諸酬のi!~業構造と各F4の総合1m1ta1·紅ijにおけるタ
ーゲットとの背雌凶係を追求して1m発計向と純抗成
長をめぐる訪問！国を究明する。産業Wt造については，
これを形成する要議すなわち資本椛造，労働力構造．

技術榔造，都．也・m造，市場構造，地域fr院なにおける
下部観念としての諸要素を産業三分類〈鰐l次，部
2次，第3次〉および国別によってブロツェクト化

していく。このために昭和37年度においてはこれら

前回の資本構造ならびに労働力構造に関する鵠本的

調技研究を悶別に下記のとおり行なう。

地 j或別｜ 主査
｛水士｜出来総合研兜ij'j研究n山

］.中 間｛ム州、 I7伊ア結済研究所凋宍廿
¥"' ト白 lm 1 i事的良心1!J 1!!: 

2.フィリピン In業総合研犯所研究t'lriu: 
:-i.マライシア｜アジアn!J'i@I究所所［＼ 萩

,1. グ工ト：ナム！ ” 蔚

;i. ク イl民主鉛：＇）－ lilf究所研究fl深
(i，ピ ル マ，アヨア終抗研究所所口 市

7.インドネシア I石芸；愛fil！線u 培
8.イ ン ド｜耳!Ji（火学助教烈 )II 四

9.パキスタン｜著述業 加藤長雄

JO.中 近 京｜器産鮮烈洋文化研板蹟蛾ー
11.アフリヵ 1アジア車Wr研究所冊目原田義信
12. 中南米 I ；足~常照究所 大原勢制

名

本秀夫

木武治

川勉

原 1・1：之

藤一夫

沢八郎

it-喜一夫

半－

侃

所． 報 ・ム・、・＇－－・・

報

(:?} "I近－見fの統；w·1~1＃の部j有
〈主~t'f. Yツア終的正f・？－.：崎市l＼大｝l悦山tn

アジア供向の統~1-:•J ）＇.↑~iについて，：l唱. 35, :1(,1(lJ!£ 

にひき続きエツザト，イラク．イラン，シリア．シ

パノンその他。I·•近J.U;;n閣の統，il·:J長怖について内部研

究の…J!itとして調査する。

（：：） アジア経済の拙（附／It泊と発j見－~1羽に！到する研究
〈主査 アジア制l'iFJf如何1狩nme 党天）

アジア諸問経済の拙礎的なt~;mを分析し，その研

究~縦にそって発展要因をさぐり，そこでの問題点

を総合的に追求する。

rn 研究委民会

調断！主査名i 越 旨

アジアの税｜官同二郎 I36年度にひき続きa フィリ
制 i大必行主役ん.l包it子ン， イン 1：ネシア， reキ

｜；必，!l!U ｜スクン， ピルマ，マラヤ等
！ ！？を対象とじて｛1）車l税制度，
I I (2）所仰税制度を調査する。

アラアの経lr'1 III :JJ成 I~5, 36年I!rに引続き．ピJレ
ザf法 ] 110；（大学問2 Iマjセイロンを対象地域と

｜ ｜して経杭関係法の現状を調
｜ ｜在する。

中近東の：nI肝口!-JH--1nIイラン，イラク，サクジア
剖l ！州大判制｜ラピア．クエー；、等を対象

I j 1也峨と Lて（1）中近来日高国の
l石油資源と外悶資本のが；び
a っき，（2）各国政按排~iにお
ける石illl産来の位位＼ ω）石
｜制！産業の現状と将来等を調
査する。

中南米の統i北川 盟tI 84年皮以来のアヲア各寓の
青｜市村；調奇｜行孜符JI［庁筏n十It史青：・！
I ），~ 命A占紛日f浪f:I中沼米各医の統計＂？］ it河を削
/W l査する。

タイの問符．岡村存 Jlf.~ iタイ国営企殺の調査をjffiじ
~:'.11?: ; ｜て続前UH発，工業化におけ

｜ ｜るその役割を究明する。

インドの~，稲武 広I36年度にひき続き，古いイ
村社会椛造il／！前大学教佼 iンドt!!i村社会の解体と残存
l ｜一近代化の社会経済的諸糸
I l 1!1:を解明する。

インドの経｜天峨 勲｜テ7,トケースとして，イン
済発展と教｜文総省附叫｜ドにおける教育投資の経済
育投資 ｜ l：発展における矧j来，将来に

｜ ｜おける効果の可能性につき
｜ ｜視査する。

インド経済｜街地崇生｜インドの総合経済バランス
総合モデル｜州制技大学｜茨の作成によりインドの棋
の研究 I in附 ！済m造を計五t的に切らかに

｜ ｜し．その経済成長過程にお
I 1ける詰問；凶を究明する。
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IV 委託研究

訓組名，｜主税名（ 地 行

アジアの港｜北見俊郎｜アジア経前と泌・符の関係，
~Pl内＇1 ｜馴I学院太学助！アジア諸国の港湾ならびに

l.1w ｜港湾経済の現状，経済，m発
I ｜に伴う港湾開発の諦iJ~m脅
I . ｜研究するb

京市アジア Iiii川他二郎｜経済協力あるいは外からの
l出村社会に lm，；＼外 l•H!Liゅ i 経情的働き台けに対する討
おける経済｜消印11 ｜鎖的な・ti村社会の党府態度
目：1,;1 I ｜を災証的に検討する。

東南ア：.：－ア｜波野 滋i貿易マトリックス作成のネ
貿易統計コ｜：市高館明山川出I＇；／クになっている東南アジ
ードの研究Ir；；越両高員潰日｜ア諸国の各簡コードの不統

｜ーについて， この統一・化の
｜ため検討する。

イスラーム｜町村突進｜イブン・ハルドゥーンの｜止
における経Ii；（都大学教佼 l：界史に閲する研究業般の検
済思想． ｜ ｜討を通じて．イスラム｜世界
ィ ｜ ｜における経済思組の発l肢を
;_f:；どぷ｜ ｜；れづけ，その経済問をl則
的党一 ｜ ｜らかにする。

ブラック・｜泉 約一｜ブラック・アフリカにおけ
アフリカ社Iill削・悦帥約店｜；る伝統的主l：会が制民地支配
会経済の変｜…＇. ，－向日目｜と独立への過,frlにおいて，
特 ｜ ｜政治・経済・文化の部情jtI ｜がいかに燃して山を

｜伎耐する。

アフリカにj背山道夫 I36年度にひき続き，アフリ
おける土地川九州大学段段｜カにおける土地問視法の史
的習法 ｜ ｜情を，民肱法学の過去の研

｜ ｜究成果を応用し研究する。

経済成長の｜篠原三代平｜低開発闘における現犯の経
型における｜ー伐大学助教佼｜済発展が．先進国における
日本と東南｜ ！経済成長のパターンとの対
アクア ｜ ｜比においてもつ構造的特
一同ll'Jl~l/1：掠 1 1質，また先進国の経済発展
併説お花高と！｜ ｜における経験が低｜泊先閣の
’！（~水切の国｜ ｜それにとってもちうる役
際比較ー ｜ ｜訓， l限界等を解明する手が

はりとして 時および喜
市アジアを中心とする経済
成長のパターンの比t陵検証
をする。

中国の経済｜米沢秀夫｜中国の貿易の現状を分析
発屡と対外I,1111~研究所~l!'HIし，今後における日中貿易
貿易 1・日間川川 ’｜発展の諸条件，中国の貿易

｜ ｜構造のマクロ的分析と倒別
｜ ｜商都の動向分析を行なう。
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，課題名｜主有名｜ 主 雌

人民公社に｜佐藤悦一郎 I34, 35, 3G年I.I'.£にひきつ，f
附する資料 II間火仰師｜き，人民公祉を中心とする
的研究 ｜ ｜中国民業の社会主義改造に

｜ iっき研究するo

中間とイン｜イイ川 滋 i中岡とインドの工業化過和
ドの続前成｜一樹J；判的役汐！な（l)jJ,j問が工業化のために
J~J七町／1,e . M決しなければならぬ｜！！！凶

’.＇.（の比較：. (2）この!Ill）出点克
服のため係られている随従
の比般，（：i）施筑の効柴の比
！般においてj自3比する。

マラヤ・シ Ii軒 亮三郎｜マラヤ・シンガポールの人
ンガポーJレI'"'" i：，・：：：助絡｜口問題研究の基礎的データ
の人口榊j世1・r九日， ..• ，凶｜を利用して，人口の静態・

I m11態の構造を分析する。

イランの段｜大野脱却：
村社会と向I111，快企仰山肋何人の役割 I .，.，－，，...，一九円
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~アジア経済に関する論文募集

研究所は毎年アクアに対する若い111；代の興味と関心を

l良j回しあわせてアジア研究の新人を発見しこれ守育成

するため「アジア経済」にl刻する論文を募集してきたが，

今年度も．旬r:1%fr11H社後段，通附産業t,ti品質のもとに実施

する（詳細は103ページ参JIJ.｛.）。

今研究所出版物についての憩談会を名古屋で開催

．研究所は名古毘におけるゼミナール〈次項） ,mmi党機
会に，研究所出版物一般に閲する懇談会を同地でIJaill!す
る。 JH席は名古屋大学｝愛知大学，・南山大学，愛知学波

大学，愛知県尚工経済研究所守；の研究者の予定。

~「民間企業提携に関するゼミナール」

研究所は，きたる 6月22,25の両日，大阪および名古

肢において，大阪経済調査会および名古屋商工会議所と

共｛艇のもとに，下記のとおり「民｜日i~梁拠U~J に附する
ゼミナー1レセ1m1mする。
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・i守＇原勝也

三沢’ :i;i:

大阪禁制




